

































































































































































さて、1993年11月 4 日開催された第 1 回百年史編纂構想委員会の委員構成は、文学部 5 名、












































こうした『素案』検討小委員会での素案をもとに、1994年 1 月31日に開催された第 2 回編纂
構想委員会委員会では、委員会として答申をまとめていくこととなり、年度末までに百年史編
纂構想委員会事務室と記念資料室中川学助手との間で、答申の目次案が作成されていくことに













参考としていったのは、東京大学の事例であったようである。1994年 6 月 2 日開催された第 3
回百年史編纂構想委員会の報告では、 5 月27日に調査訪問した東京大学史史料室については
「体制は未整備」と評価しているものの33）、 7 月19日に開催された第 4回百年史編纂構想委員会













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さて、1994年 7 月19日に開催された第 4 回編纂構想委員会では席上、渡邉委員長から「 9 月
末日までに答申を提出したいのでご協力願いたい」との発言があり、その後はこれまでの議論














































































大学史編纂が完了した九州大学七十五年史では講師 1 、助手 1 体制、編纂期間中であった名古


















































































東北大学百年史編さん委員会規程の制定を受けて、1996年 2 月20日に第 1 回東北大学百年史
編さん委員会が開催されることになる。ここでは、編さん委員会の下部に置かれる編集員会の
構成について審議され、「文学部から 2名、教育学部から 1名、国際文化研究科から 1名をそれ
ぞれ推薦」することとし55）、合わせて部局史編さん委員会を置くことになる部局および旧教養
部から各 1 名（事務官又は助手でも可）の委員を選出することになった。その後同年 9 月17日
に第 2 回百年史編さん委員会が開催され、この間 5 月に設置された東北アジア研究センターか
ら 3 名、学外者から 5 名を新たに編集委員会委員として加えることが了承された。この東北ア





















































幹事会で諮られた内容は、1997年 2 月 7 日に開催された百年史編さん委員会編集委員会でも
承認され、 2 月20日の百年史編さん委員会にあげられることとなる。ここでは前年編集委員長
に就任した今泉隆雄文学部教授を編さん委員会委員に追加することのほか、「百年史編纂構想」
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